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取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 

 

安

全

・

安

心 

教職員の人権意識 

の向上 

・他者への人権を意識した

対応ができた教職員 100% Ａ Ａ 

・世の中全般的にハラスメント

におびえているが、生徒に社

会人の常識は教えてほしい。 

生徒の自己肯定感

の育成 

・聴取、アンケート結果に

対応できた教員  100% 

・自分の役割がある、任さ

れていると感じる生徒 

100% 

Ａ 

 

Ｂ 

 

 

Ａ 

 

Ｂ 

 

 

 

 

・生徒には自分が必要とされて

いると感じられるような様々

な場面が必要である。 

生徒自身の命を守

る意識と行動力の

育成 

・安全教育が充実したと感

じる教員 90%以上 

・必要な学習内容を取り上

げることができた教員 

90%以上 

・自分の取るべき避難行動

がわかる生徒   100% 

Ａ 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

 

 

性に関する正しい

知識の定着 

・人との適切なかかわり方

の指導方法や性に関する

指導への理解が深まった

と感じる教職員  100% 

Ｃ Ｃ  

業務の効率化によ

る業務改善 

・効率化が進み業務改善に

つなげた教職員 90%以上 

・計画的に業務を遂行でき

た教職員      100% 

Ｂ 

 

Ｂ 

 

Ｂ 

 

Ｂ 

 

・時間と心のゆとりが創造力と

モチベーションの原動力と

なる。それを維持するのが管

理職の役割である。 

イ 

 

授

業 

主体的に活動する 

授業づくり 

・生徒主体の授業づくりが

できた教員   80%以上 Ａ Ａ  

個々の専門性の向

上 

・自分の専門性を向上させ

た教員    80%以上 Ａ Ａ  

ウ 

 

連

携 

水産高校及び焼津

地域での共生・共

育の推進 

・共生・共育を推進できた

教職員      100% 

・地域との新たなつながり

最低１項目 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ａ 

 

 

生徒が将来の生活

を具体的にイメー

ジし、進路希望を

実現するための情

報共有、活用 

・実習、職業、講話等に取

り組み、進路に対する理

解を深めた生徒 100% 

・教育支援計画、指導計画

を活用した指導や保護者

面接ができた教員 100% 

Ｂ 

 

 

Ｂ 

 

 

Ｂ 

 

 

Ｂ 

 

・教師は守られた環境にあり意

識が甘い。コミュニケーショ

ン力を高めたい。プロフェッ

ショナルらしく熱意のある

教師でいてほしい。 

 


